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西
安
碑
林
博
物
館
藏
「
十
八
體
篆
書
碑
」（
以
下
篆
書
碑
と
略
す
る
）
は
五
代
北

宋
の
僧
夢
英
の
書
跡
で
あ
る
。
碑
は
全
五
截
よ
り
な
り
、
第
三
截
か
ら
第
五
截
に

か
け
て
、
古
文
、
大
篆
、
籒
文
、
小
篆
、
飛
白
書
の
五
つ
の
主
要
な
書
體
と
、
裝

餝
的
な
應
用
書
體
、
い
わ
ゆ
る
雜
體
書
に
屬
す
る
迴
鸞
篆
、
雕
蟲
篆
、
薤
葉
篆
、

瓔
珞
篆
、
柳
葉
篆
、
芝
英
篆
、
龍
爪
篆
、
懸
針
篆
、
垂
雲
篆
、
塡
篆
、
剪
刀
篆
、

科
斗
篆
、
垂
露
篆
の
十
三
體
を
刻
す
る
。
各
書
體
は
五
字
ず
つ
例
示
さ
れ
、
そ
の

橫
に
は
そ
れ
ぞ
れ
隸
書
で
書
か
れ
た
書
體
に
對
す
る
槪
說
が
つ
く
。
こ
の
槪
說
部

分
こ
そ
篆
書
碑
の
本
文
に
相
當
し
、
字
例
の
五
字
は
本
文
と
は
意
味
上
關
係
し
な

い
。
篆
書
碑
の
本
文
は
ま
た
北
宋
・
朱
長
文
『
墨
池
編
』
卷
一
に
「
十
八
體
書
」

と
題
し
て
收
錄
さ
れ
る
が
、
篆
書
碑
と
の
異
同
が
少
な
く
な
く
、
テ
ク
ス
ト
は
あ

ま
り
す
ぐ
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
篆
書
碑
の
第
一
截
、
第
二
截
に
は
宋
白
、
呂
端
ら

五
代
宋
初
の
人
物
が
夢
英
に
贈
っ
た
詩
計
三
十
三
首
を
刻
し
、
ま
た
碑
陽
左
端
の

第
三
截
か
ら
第
五
截
に
か
け
て
は
、
郭
忠
恕
が
夢
英
に
寄
せ
た
文
一
首
を
刻
す
る

が
、
こ
れ
ら
は
夢
英
が
書
丹
し
た
部
分
で
は
な
い
。

　
既
發
表
の
拙
稿（

（
（

附
論
に
お
い
て
觸
れ
た
よ
う
に
、
篆
書
碑
に
は
從
來
不
審
な
點

が
い
く
つ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
截
と
第
二
截
以
下
と
の
間
に
斷

裂
が
あ
り
、
近
代
以
前
の
金
石
著
錄
に
第
一
截
へ
の
言
及
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ

と
、
夢
英
に
詩
を
贈
っ
た
人
物
に
は
五
代
北
宋
の
名
士
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
か
に
夢
英
の
交
友
關
係
を
窺
う
記
錄
の
乏
し
い
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

從
來
の
指
摘
は
多
く
本
文
・
字
例
以
外
の
周
邊
部
分
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
篆
書

碑
本
文
や
揭
出
さ
れ
る
字
例
が
書
體
に
關
す
る
先
行
文
獻
と
い
か
な
る
關
係
に
あ

る
か
と
い
う
問
題
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
疑
惑
に
ま

み
れ
た
篆
書
碑
か
ら
、
そ
の
成
立
事
情
、
資
料
と
し
て
の
性
格
、
書
跡
と
し
て
の

價
値
な
ど
を
正
し
く
讀
み
解
く
た
め
に
は
、
本
文
や
字
例
に
對
し
て
も
批
判
的
に

檢
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
前
稿
で
は
ま
ず
、
篆
書
碑
本
文
の
う
ち
雜
體
書
を
說
く
部
分
が
こ
ん
に
ち
京

都
・
毘
沙
門
堂
に
の
み
寫
本
が
傳
わ
る
南
齊
・
蕭
子
良
『
篆
隸
文
體
』
に
、
主
要

書
體
を
說
く
部
分
が
唐
・
張
懷
瓘
『
書
斷
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
當
の
範
圍
に
亙
っ

て
重
な
る
こ
と
を
初
步
的
に
示
し
、
そ
の
う
え
で
そ
の
雜
體
書
を
說
く
部
分
と

『
篆
隸
文
體
』
と
の
關
係
に
焦
點
を
當
て
、
夢
英
に
よ
る
資
料
利
用
の
問
題
を
論

じ
た
。
前
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
く
見
て
、
①
篆
書
碑
は
『
篆
隸
文

體
』
の
本
文
を
良
好
に
保
存
し
て
お
り
、
現
存
寫
本
に
對
す
る
す
ぐ
れ
た
參
校
資
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五

料
と
し
て
の
價
値
を
㊒
す
る
こ
と
、
②
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
先
行
著
作
を

無
批
判
に
引
用
す
る
と
い
う
安
易
さ
の
裏
﨤
し
と
も
思
わ
れ
る
こ
と
、
③
書
體
の

說
明
と
し
て
無
關
係
な
記
述
が
混
在
し
て
お
り
、
夢
英
の
撰
文
方
法
は
相
當
杜
撰

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
前
稿
の
見
解
を
踏
ま
え
、
篆
書
碑

本
文
と
『
書
斷
』
と
の
關
係
を
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
篆
書
碑
の

本
文
全
體
か
ら
み
た
、『
書
斷
』
と
『
篆
隸
文
體
』
の
利
用
の
問
題
を
論
じ
る
も

の
で
あ
る
。一

　�「
十
八
體
篆
書
碑
」
中
の
『
書
斷
』
に
基
づ
く
記
述
と�

そ
の
意
義

　『
書
斷
』
三
卷
は
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
に
成
る
書
學
著
作
で
あ
る
。
卷
上
に

は
古
文
、
大
篆
、
籒
文
、
小
篆
、
八
分
、
隸
書
、
章
草
、
行
書
、
飛
白
、
草
書
の

十
書
體
を
論
じ
、
卷
中
下
に
は
歷
代
の
書
家
約
百
人
を
品
騭
し
、
傳
を
附
す
。

『
書
斷
』
の
執
筆
當
時
、
廣
く
書
に
關
す
る
樣
々
な
言
說
は
既
に
漢
魏
六
朝
以
來

の
豐
富
な
蓄
積
を
㊒
し
、
專
門
的
著
作
も
多
く
著
さ
れ
て
い
た
が
、
懷
瓘
自
身
は

そ
の
よ
う
な
現
況
に
飽
き
足
り
ず
、
本
書
に
お
い
て
既
往
の
言
說
を
涉
獵
し
得
失

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
獨
自
の
理
論
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
書
體
と
書
人
の

雙
方
を
包
攝
す
る
書
學
著
作
と
し
て
の
體
系
性
、
及
び
先
行
諸
書
に
根
差
し
た
理

論
と
し
て
の
妥
當
性
を
追
求
し
た
本
書
は
、
ま
さ
に
漢
魏
六
朝
以
來
の
書
學
の
集

大
成
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
さ
て
、
篆
書
碑
本
文
の
う
ち
古
文
、
大
篆
、
籒
文
、
小
篆
、
飛
白
書
の
主
要
書

體
五
條
は
、
出
典
を
表
記
し
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
『
書
斷
』
卷
上
の
所
說
を

踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
本
『
書
斷
』
と
重
な
る
箇
所
に
傍
線
を
加
え
、
左

に
示
す（

（
（

。
古
文
者
、
黃
帝
史
蒼
頡
之
所
作
。
頡
首
㊒
四
目
、
通
於
神
明
。
仰
觀
奎
星
圓

曲
之
勢
、
俯
察
龜
文
鳥
跡
之
象
。
采
衆
美
、
合
而
爲
字
、
故
曰
古
文
。
孝
經

援
神
契
云
、
奎
主
文
章
、
蒼
頡
倣
象
、
是
也
。
自
秦
用
小
篆
、
焚
燒
先
典
、

古
文
絕
矣
。
武
帝
時
、
魯
恭
王
壞
孔
子
宅
、
壁
得
古
文
尙
書
。
自
後
隨
世
變

易
、
已
成
數
體
矣
。

大
篆
者
、
周
宣
王
太
史
史
籒
之
所
作
。
始
變
古
文
、
或
同
或
異
、
謂
之
爲
篆
。

篆
者
、
傳
也
。
傳
其
物
理
、
施
之
無
窮
。
甄
酆
定
六
書
、
三
曰
篆
書
。
八
體

書
法
、
一
曰
大
篆
。
又
漢
書
藝
文
志
史
籒
十
五
篇
、
竝
此
也
。
以
史
官
製
之
、

用
以
敎
授
。
謂
之
史
書
、
凡
九
千
字
。
漢
元
帝
王
遵
嚴
延
年
竝
工
史
書
、
是

也
。

籒
文
者
、
亦
史
籒
之
所
作
。
與
古
文
大
篆
小
異
。
後
人
以
名
稱
書
、
謂
之

籒
文
。
七
略
曰
、
史
籒
者
、
周
時
史
官
敎
學
童
書
也
。
與
孔
氏
壁
中
古
文
體

異
。
其
跡
㊒
石
鼓
文
存
焉
。
蓋
諷
周
宣
王
畋
獵
之
所
作
、
今
在
陳
倉
、
少
人

攻
學
。

小
篆
者
、
秦
相
李
斯
之
所
作
。
增
損
大
篆
、
異
同
籒
文
。
謂
之
小
篆
、
亦
曰

秦
篆
。
畫
如
鐵
石
、
字
若
飛
動
。
作
楷
隸
之
祖
、
爲
不
易
之
法
。
其
名
題
鐘

鼎
及
作
符
印
、
至
今
用
焉
。
受
命
于
天
、
既
壽
永
昌
等
、
卽
李
斯
之
小
篆
也
。

飛
白
書
者
、
後
漢
蔡
邕
之
所
作
。
漢
靈
帝
嘉
平
年
、
詔
蔡
邕
作
聖
皇
篇
、
篇

成
、
詣
鴻
都
門
。
進
時
、
方
修
餝
鴻
都
門
、
見
役
人
以
堊
帚
成
字
、
心
㊒

悅
焉
。
歸
而
爲
飛
白
書
。
漢
末
魏
初
、
竝
以
題
署
宮
闕
。
其
體
㊒
二
、
創
法

於
八
分
、
窮
微
於
小
篆
。
蕭
子
雲
飛
白
論
云
、
王
次
仲
飛
而
不
白
、
蔡
伯
喈

白
而
不
飛
。

例
え
ば
津
逮
祕
書
本
『
法
書
要
錄
』
所
收
の
『
書
斷
』
籒
文
に
は

案
籒
文
者
、
周
太
史
史
籒
之
所
作
也
。
與
古
文
大
篆
小
異
。
後
人
以
名
稱
書
、

謂
之
籒
文
。
七
略
曰
、
史
籒
者
、
周
時
史
官
敎
學
童
書
也
。
與
孔
氏
壁
中
古

文
異
體
。
甄
酆
定
六
書
、
二
曰
奇
字
、
是
也
。
其
跡
㊒
石
鼓
文
存
焉
。
蓋
諷
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四
六

宣
王
畋
獵
之
所
作
、
今
在
陳
倉
。
李
斯
小
篆
兼
采
其
意
。
史
籒
卽
籒
文
之
祖

也（
（
（

。

と
あ
り
、
若
干
の
異
同
を
除
き
傍
線
部
は
現
行
本
『
書
斷
』
に
合
う
。
ま
た
異
同

の
う
ち
篆
書
碑
・
籒
文
の
「
體
異
」
は
、
津
逮
祕
書
本
『
法
書
要
錄
』
を
は
じ
め

現
存
の
『
書
斷
』
諸
本
で
は
み
な
「
異
體
」
に
作
る
が
、『
太
平
廣
記
』
卷
二
〇

六
に
引
く
『
書
斷
』
は
「
體
異（

（
（

」
に
作
り
、
篆
書
碑
と
同
じ
い
。
從
っ
て
、
輕
々

に
夢
英
が
文
字
の
顚
倒
を
生
じ
た
と
斷
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
「
體

異
」
に
作
る
『
書
斷
』
が
一
つ
の
系
統
を
な
し
て
お
り
、
現
行
の
諸
本
と
篆
書
碑
、

『
太
平
廣
記
』
と
の
異
同
は
そ
の
傳
本
系
統
の
ち
が
い
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
同
樣
の
例
を
擧
げ
る
と
、
篆
書
碑
・
飛
白
書
で
は
後
漢
・
靈
帝
の
年
號

を
「
嘉
平
」（
二
四
九
―
二
五
四
）
と
記
し
、
津
逮
祕
書
本
『
法
書
要
錄
』
所
收

『
書
斷
』
は
「
熹
平
」（
一
七
二
―
一
七
八
）
と
記
す
。
前
者
は
誤
り
だ
が
、『
太
平

御
覽
』
卷
七
四
九
に
引
く
『
書
斷
』
も
「
嘉
平（

（
（

」
に
作
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

字
形
の
近
さ
ゆ
え
「
熹
」
は
「
嘉
」
に
誤
ら
れ
や
す
い
が
、
同
時
に
嘉
平
が
靈
帝

期
の
年
號
と
し
て
誤
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
張
懷
瓘
の
執
筆
時
點
、
或
い
は

張
彥
遠
の
『
法
書
要
錄
』
編
纂
時
點
で
既
に
如
上
の
過
誤
を
來
し
て
い
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
篆
書
碑
の
「
嘉
平
」
が
あ
な
が
ち
夢
英
の

誤
記
で
あ
る
か
は
決
め
難
く
、『
書
斷
』
の
傳
本
の
問
題
に
も
歸
し
得
る
。
前
稿

に
お
い
て
篆
書
碑
本
文
と
毘
沙
門
堂
藏
『
篆
隸
文
體
』
と
の
比
較
か
ら
推
測
し
た

よ
う
に
、
夢
英
は
先
行
著
作
を
利
用
す
る
う
え
で
、
本
文
を
校
改
し
な
い
傾
向
が

强
い
。
從
っ
て
、『
書
斷
』
を
利
用
す
る
う
え
で
も
、
や
は
り
原
典
に
忠
實
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
夢
英
所
見
『
書
斷
』
も
「
嘉
」
に
作
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
と
こ
ろ
で
、『
書
斷
』
は
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
小
學
家
に
著
錄
さ
れ
る
よ

う
に（

（
（

、
古
く
は
三
卷
本
が
單
行
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
主
に
晚
唐
の
張
彥
遠

『
法
書
要
錄
』、
次
い
で
北
宋
・
朱
長
文
『
墨
池
編
』、
南
宋
・
陳
思
『
書
苑
菁
華
』

と
い
っ
た
書
論
叢
輯
に
收
錄
さ
れ
て
傳
わ
る（

（
（

。
現
存
傳
本
か
ら
み
た
こ
の
三
種
の

書
論
叢
輯
の
關
係
は
、
不
明
の
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
く
、
必
ず
し
も
成
立
年
代
に

沿
っ
た
一
直
線
の
影
响
關
係
で
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
各
書

論
叢
輯
の
成
立
し
た
順
序
は
現
存
傳
本
の
年
代
の
先
後
と
一
致
せ
ず
、
書
論
叢
輯

の
各
傳
本
及
び
そ
の
各
々
の
收
錄
書
學
文
獻
が
ど
れ
ほ
ど
古
態
を
存
す
る
か
は
自

明
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
『
法
書
要
錄
』『
墨
池
編
』
が
明
抄
本
、

明
刊
本
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
の
に
對
し
、『
書
苑
菁
華
』
は
南
宋
刊
本（

（
（

が
傳
存
す

る
。『
書
斷
』
卷
上
の
全
文
に
限
っ
て
は
、
こ
の
宋
本
『
書
苑
菁
華
』
卷
六
に
收

め
る
「
十
體
書
斷
」
が
最
も
古
い
。

　
近
年
書
論
叢
輯
の
硏
究
は
進
展
が
著
し
く
、
重
要
な
整
理
硏
究
に
劉
石
『
法
書

要
錄
校
理
』（
點
校
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
二
一
）
や
陳
志
平
『
中
國
古
代
書
學
文
獻

硏
究
：
以
《
墨
池
編
》
爲
中
心
』『
墨
池
編
彙
校
』（
後
者
は
點
校
本
、
と
も
に
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
三
）
が
あ
る
。
兩
氏
と
も
新
出
傳
本
を
用
い
る
と
こ
ろ
に
特

色
が
あ
り
、
具
體
的
に
は
劉
は
『
法
書
要
錄
』
の
校
訂
に
既
知
の
津
逮
祕
書
本
、

王
氏
書
苑
本
、
四
庫
全
書
本
、
學
津
討
原
本
の
ほ
か
、
嘉
靖
刊
本（

（
（

、
明
吳
岫
家
藏

抄
本
、
淸
何
焯
批
校
津
逮
祕
書
本
、
淸
傅
增
湘
校
跋
津
逮
祕
書
本
（
吳
抄
本
以
下

三
種
は
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）
を
新
た
に
用
い
て
お
り
、
陳
は
さ
ら
に
『
法
書
要

錄
』
の
臺
北
故
宮
博
物
院
藏
明
抄
本
、『
墨
池
編
』
の
復
旦
大
學
圖
書
館
藏
明
橫

野
洲
草
堂
抄
本（

（1
（

な
ど
を
も
用
い
て
、『
墨
池
編
』
の
傳
本
及
び
『
墨
池
編
』
と

『
法
書
要
錄
』
と
の
關
係
に
整
理
を
試
み
て
い
る
。
陳
に
よ
れ
ば
、『
法
書
要
錄
』

の
傳
本
は
版
本
と
抄
本
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
、
抄
本
の
方
が
比
較
的
古
態
を
存

す
る
と
い
う（

（1
（

が
、
十
分
な
根
據
が
あ
り
、
そ
の
論
は
說
得
的
で
あ
る
。
ま
た
書
論

叢
輯
を
相
互
に
比
較
す
る
と
、
同
一
の
收
錄
書
學
文
獻
の
な
か
で
文
字
の
異
同
が

散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
ま
ず
、
朱
長
文
や
陳
思
が
『
法
書
要
錄
』

所
收
文
獻
を
再
收
錄
す
る
際
に
文
字
を
改
め
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。『
法
書
要



夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
と
張
懷
瓘
『
書
斷
』

四
七

錄
』
に
限
ら
ず
、
異
同
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
、
成
立
年
代
の
古
い
書
物
を
重
視

す
る
の
は
、
文
獻
學
の
一
般
的
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
陳
は
『
法
書
要
錄
』
の

現
存
版
本
に
は
逆
に
『
墨
池
編
』
や
『
書
苑
菁
華
』
に
よ
っ
て
本
文
が
校
改
さ
れ

た
例
を
多
々
指
摘
す
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
現
存
傳
本
か
ら
み
た
こ
れ
ら
書
論
叢
輯
の
間

に
は
相
互
に
、
複
雜
に
干
涉
し
た
形
跡
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
劉
や
陳
の
成
果
に
よ
り
、
書
學
文
獻
の
傳
來
に
對
し
從
來
よ
り
精
密
な
把
握
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
傳
本
上
の
制
約
か
ら
未
だ
不
明
な
點
は
多
い
。

か
か
る
狀
況
に
お
い
て
、
收
錄
書
學
文
獻
そ
れ
ぞ
れ
の
古
態
を
探
る
た
め
に
は
、

書
論
叢
輯
に
限
ら
ず
廣
く
參
校
資
料
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

兩
氏
と
も
未
だ
篆
書
碑
を
『
書
斷
』
の
校
訂
材
料
と
は
し
て
お
ら
ず
、
特
に
陳
は

篆
書
碑
を
用
い
て
『
墨
池
編
』
本
「
十
八
體
書
」
を
校
訂
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

う
ち
五
體
の
記
述
が
『
書
斷
』
と
重
な
る
こ
と
に
留
意
し
な
い
。
し
か
し
、
篆
書

碑
の
原
本
は
乾
德
五
年
（
九
六
七
）
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ（
（1
（

、
夢
英
が
依
據
し
た

『
書
斷
』
は
疑
い
な
く
宋
初
以
前
の
抄
本
で
あ
る
。
か
つ
篆
書
碑
は
碑
刻
と
い
う

性
質
上
版
本
寫
本
と
は
異
な
り
、
後
人
の
校
改
を
被
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
原
書
の

成
立
年
代
（
例
え
ば
『
法
書
要
錄
』
な
ら
張
彥
遠
の
編
纂
時
點
）
で
な
く
現
在
溯
り
得

る
そ
の
刊
刻
（
抄
本
な
ら
ば
書
寫
）
年
代
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
篆
書
碑
は
上
述
の

書
論
叢
輯
三
種
に
比
べ
格
段
に
古
い
。
夢
英
が
依
據
し
た
『
書
斷
』
が
單
行
本
か
、

『
法
書
要
錄
』
經
由
か
は
定
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
宋
以
前
の
『
書
斷
』

の
一
本
を
斷
片
な
が
ら
保
存
し
て
い
る
と
期
待
し
得
る
點
で
、
篆
書
碑
は
㊟
目
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
唐
代
の
文
獻
に
引
用
さ
れ
る
『
書
斷
』
は
、
崔
備
「
壁
書

飛
白
蕭
字
記
」（『
法
書
要
錄
』
卷
三
）
の
㊟
に
引
く
一
條
、
及
び
李
綽
『
尙
書
故

實
』
に
引
く
現
行
本
と
は
異
な
る
一
條
し
か
確
認
さ
れ
な
い（

（1
（

。
こ
れ
ら
は
參
校
材

料
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
一
定
の
分
量
を
も
つ
本
文
は
篆
書
碑
が
最
も
古
い
。

二
　
夢
英
が
依
據
し
た
『
書
斷
』
と
現
行
本
と
の
關
係

　
現
存
す
る
書
論
叢
輯
の
な
か
で
『
書
斷
』
を
最
も
早
く
收
錄
す
る
『
法
書
要

錄
』
は
、
津
逮
祕
書
本
が
廣
く
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
津
逮
祕
書
本
の
本
文
を
も

と
に
、
さ
ら
に
『
法
書
要
錄
校
理
』
や
『
墨
池
編
彙
校
』
の
校
勘
記
に
も
據
り
つ

つ（
（1
（

、
現
行
本
『
書
斷
』
と
篆
書
碑
と
の
問
題
を
檢
討
し
た
い
。

　『
書
斷
』
大
篆
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

案
大
篆
者
、
周
宣
王
太
史
史
籒
所
作
也
。
或
云
柱
下
史
。
始
變
古
文
、
或
同

或
異
、
謂
之
爲
篆
。
篆
者
傳
也
、
傳
其
物
理
、
施
之
無
窮
。

　『
法
書
要
錄
校
理
』
は
津
逮
祕
書
本
を
底
本
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
『
法
書
要

錄
』
の
吳
抄
本
、
傅
增
湘
校
跋
津
逮
祕
書
本
、
及
び
『
墨
池
編
』
の
淸
刊
本
、
文

淵
閣
四
庫
全
書
本
を
根
據
に
「
謂
之
爲
篆
」
を
「
謂
之
大
篆
」
に
改
め
る
。
史
籒

は
歷
史
上
大
篆
の
制
定
者
と
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、「
謂
之
大
篆
」
に
理
が
あ
る
と
み
る

劉
の
校
訂
も
一
說
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
篆
書
碑
・
大
篆
は
當
該
句
を
「
謂
之
爲
篆
」
に
作
る
。
こ
こ
か
ら

「
謂
之
爲
篆
」
に
作
る
『
書
斷
』
の
傳
本
は
か
な
り
早
い
段
階
で
生
じ
た
と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
篆
書
碑
と
近
い
時
期
に
成
立
し
た
『
太
平
御
覽
』
卷
七
四
九

に
引
く
『
書
斷
』
や
、
南
宋
初
の
董
逌
『
廣
川
書
跋
』
卷
二
・
石
鼓
文
辯
に
引
く

張
懷
瓘
の
語
も
「
謂
之
爲
篆（

（1
（

」
に
作
る
。
さ
ら
に
『
書
斷
』
卷
上
の
版
本
と
し
て

は
最
も
古
い
南
宋
刊
本
『
書
苑
菁
華
』
所
收
『
十
體
書
斷
』
も
同
じ
い
。
こ
の
よ

う
に
『
墨
池
編
』
以
外
の
早
期
の
テ
ク
ス
ト
で
は
い
ず
れ
も
「
謂
之
爲
篆
」
に
作

る
。
そ
し
て
、
吳
抄
本
、『
墨
池
編
』
を
含
め
『
書
斷
』
諸
本
に
み
な
次
の
文
の

あ
る
こ
と
は
、
當
該
句
が
初
め
か
ら
「
謂
之
爲
篆
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
證
す
る
。

す
な
わ
ち
『
書
斷
』
神
品
・
史
籒
の

周
史
籒
、
…
…
故
損
益
而
廣
之
、
或
同
或
異
、
謂
之
爲
篆
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

四
八

で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
卷
上
・
大
篆
と
對
應
す
る
ゆ
え
、
さ
き
の
異
同
に
お
い
て

も
津
逮
祕
書
本
が
正
し
い
。
陳
が
子
細
に
分
析
す
る
と
お
り
、
朱
長
文
は
『
法
書

要
錄
』
所
收
文
獻
を
『
墨
池
編
』
に
錄
入
す
る
際
に
し
ば
し
ば
本
文
を
改
變
し
て

い
る
が（

（1
（

、
こ
こ
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
劉
は
大
篆
の
條
で
は
字
を
改
め
る
一
方
、
史

籒
傳
に
お
い
て
は
底
本
に
從
っ
て
お
り
、
一
貫
性
を
缺
く
。
張
懷
瓘
は
大
篆
の
條

に
お
い
て
「
篆
者
傳
也
」
の
「
篆
」
と
の
對
應
か
ら
、
意
圖
し
て
「
之
を
謂
ひ
て

篆
と
爲
す
」
と
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
よ
り
重
要
な
問
題
と
し
て
『
書
斷
』
飛
白
を
と
り
あ
げ
た
い
。

漢
末
魏
初
、
並
以
題
署
宮
閣
。
其
體
㊒
二
、
創
法
於
八
分
、
窮
微
於
小
篆
。

自
非
蔡
公
設
妙
、
豈
能
詣
此
。
…
…
梁
武
帝
謂
蕭
子
雲
言
、
頃
見
王
獻
之
書
、

白
而
不
飛
、
卿
書
飛
而
不
白
。
可
斟
酌
爲
之
、
令
得
其
衷
。
子
雲
乃
以
篆
文

爲
之
、
雅
合
帝
意
。
既
括
鏇
而
羽
、
則
遠
而
益
深
。
雖
創
法
於
八
分
、
實
窮

微
於
小
篆
。

加
線
部
「
其
體
㊒
二
」
以
下
三
句
に
對
す
る
劉
の
校
記
は
次
の
と
お
り
。

原
㊒
「
其
體
㊒
二
、
創
法
於
八
分
、
窮
微
於
小
篆
」
三
句
、
據
吳
抄
刪
。
何

批
「
抄
無
『
其
體
㊒
二
』
三
句
、
是
也
。
蓋
至
子
雲
始
以
篆
文
爲
是
耳
。」

按
後
二
句
下
文
重
出
、
何
批
是
。

何
批
と
は
淸
何
焯
批
校
津
逮
祕
書
本
『
法
書
要
錄
』
を
指
し
、
何
批
に
い
う

「
抄
」
と
は
吳
抄
本
を
指
す
。
津
逮
祕
書
本
に
お
け
る
同
文
の
重
出
は
不
自
然
だ

が
、
特
に
古
態
を
存
す
る
と
目
さ
れ
る
吳
抄
本
に
は
、「
其
體
㊒
二
」
以
下
三
句

が
無
い
。
ま
た
『
書
斷
』
飛
白
に
は
梁
武
帝
が
蕭
子
雲
に
、
飛
と
白
と
を
加
減
し

中
庸
を
得
よ
と
命
じ
た
と
こ
ろ
、
子
雲
は
篆
書
で
飛
白
を
書
し
、
帝
の
意
に
㊜
っ

た
と
あ
る
た
め
、
何
焯
の
指
摘
も
一
理
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
も
留
意
し
つ
つ
、
劉

は
津
逮
祕
書
本
に
羼羼
入
が
あ
る
と
み
て
こ
の
三
句
を
刪
除
す
る
。

　
し
か
る
に
、
篆
書
碑
・
飛
白
書
の
當
該
個
所
に
も
問
題
の
三
句
が
あ
る
。
の
み

な
ら
ず
、
篆
書
碑
と
成
立
時
期
の
近
い
『
太
平
御
覽
』
卷
七
四
九
に
引
く
『
書

斷
』
や
源
爲
憲
が
寬
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
に
編
撰
し
た
故
事
出
典
集
『
世
俗
諺

文（
（1
（

』
卷
上
所
引
『
書
判マ
マ

』
も
、
や
は
り
こ
の
三
句
を
含
む
。『
世
俗
諺
文
』
が

『
太
平
御
覽
』
經
由
で
引
用
し
て
い
る
可
能
性
は
ま
ず
あ
り
得
ず（

（2
（

、
獨
立
に
單
行

本
『
書
斷
』
に
據
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
問
題
の
三
句
が
衍
文
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
羼羼
入
は
相
當
早
く
に
生
じ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
墨
池

編
』
や
『
書
苑
菁
華
』
に
お
い
て
も
こ
の
箇
所
に
異
同
は
無
い
た
め
、
た
と
え
文

意
の
重
複
が
不
自
然
で
あ
る
に
せ
よ
、
吳
抄
本
の
み
を
根
據
と
す
る
劉
の
校
訂
は

大
膽
に
過
ぎ
、
疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
以
上
の
比
較
及
び
第
一
節
に
指
摘
し
た
異
同
か
ら
、
篆
書
碑
の
本
文
は
や
は
り

十
分
に
『
書
斷
』
の
あ
る
一
本
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
、『
太
平
御

覽
』
や
『
太
平
廣
記
』、『
世
俗
諺
文
』
所
引
『
書
判マ

マ

』
な
ど
、
抄
本
系
の
古
い

『
書
斷
』
と
一
致
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
篆
書
碑
・
飛
白
書
に
現
行
本
『
書
斷
』
に
は

な
い
蕭
子
雲
「
飛
白
論
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
は
い
ま
佚

し
、
佚
文
も
篆
書
碑
以
外
に
檢
出
で
き
な
い
。
歷
代
の
書
目
に
も
み
え
な
い
が
、

『
梁
書
』
卷
三
五
・
蕭
子
雲
傳
に
引
く
梁
武
帝
に
對
す
る
子
雲
の
﨤
書
に

年
二
十
六
、
著
晉
史
。
至
二
王
列
傳
、
欲
作
論
語
草
隸
法
、
言
不
盡
意
。
遂

不
能
成
、
略
指
論
飛
白
一
勢
而
已
。（

（2
（

年
二
十
六
の
と
き
、
晉
史
を
著
す
。
二
王
列
傳
に
至
り
て
、
草
隸
の
法
を
論

語
す
る
を
作
さ
ん
と
欲
す
る
に
、
言
は
意
を
盡
さ
ず
。
遂
に
成
す
能
は
ず
、

略ほ

ぼ
飛
白
一
勢
を
指
論
せ
る
の
み
。

と
あ
り
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
著
作
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。「
飛
白
論
」

と
同
形
式
の
批
評
は
、
現
行
本
『
書
斷
』
で
は
王
獻
之
と
蕭
子
雲
の
書
に
對
す
る

梁
武
帝
の
批
評
と
し
て
み
え
、
ま
た
別
に
唐
・
李
綽
『
尙
書
故
實
』
に
は



夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
と
張
懷
瓘
『
書
斷
』

四
九

飛
白
書
、
…
…
梁
蕭
子
雲
能
之
。
武
帝
謂
曰
、
蔡
邕
飛
而
不
白
、
羲
之
白
而

不
飛
。
飛
白
之
間
、
在
卿
斟
酌
耳（

（2
（

。

飛
白
書
は
、
…
…
梁
の
蕭
子
雲
之
を
能
く
す
。
武
帝
謂
ひ
て
曰
く
、
蔡
邕
は

飛
に
し
て
白
か
ら
ず
、
羲
之
は
白
く
し
て
飛
な
ら
ず
。
飛
白
の
間
は
、
卿
の

斟
酌
す
る
に
在
る
の
み
。

と
あ
る
。
飛
と
白
と
を
め
ぐ
る
對
比
的
な
兼
備
不
能
の
批
評
に
は
い
く
つ
か
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
も
『
書
斷
』
と
同
じ
く
武
帝
が

蕭
子
雲
に
對
し
、
言
を
發
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
篆
書
碑
に
引
く
蕭
子
雲
「
飛
白
論
」
の
出
自
を
檢
討
し
た
い
。
現
行
本

『
書
斷
』
に
こ
の
書
の
引
用
が
な
い
以
上
は
、「
窮
微
於
小
篆
」
ま
で
が
『
書
斷
』

の
引
用
で
、「
飛
白
論
」
は
別
に
原
據
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
な
ら
ば
『
書
斷
』
に
つ
い
て
は
五
體
と
も
出
典
を
示
さ
ず
引
用
す
る
一
方
で
、

「
飛
白
論
」
と
い
う
こ
ん
に
ち
佚
し
、
ほ
か
に
佚
文
も
み
な
い
珍
し
い
書
物
の
み

出
典
を
示
す
の
は
奇
妙
で
あ
り
、
合
理
的
な
解
釋
が
必
要
と
な
ろ
う
。
同
樣
の
問

題
は
篆
書
碑
本
文
の
雜
體
書
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
に
も
見
出
さ
れ
る
。
篆
書
碑

本
文
の
な
か
で
十
三
體
を
占
め
る
雜
體
書
の
記
述
は
、
相
當
多
く
の
部
分
が
現
存

の
『
篆
隸
文
體
』
と
重
な
る
が
、
出
典
は
記
さ
れ
な
い
。
か
え
っ
て
た
っ
た
一
條

の
み
引
用
さ
れ
る
佚
名
「
書
品
」、
費
甝甝
『
尙
書
義
疏
』（
篆
書
碑
は
「
尙
書
序
費
氏

㊟
」
と
稱
し
て
引
用
）、
佚
名
『
河
洛
遺
誥
』
に
出
典
が
示
さ
れ
る
と
い
う
、
奇
妙

な
狀
況
を
來
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
引
用
書
も
ま
た
「
飛
白
論
」
と
同
樣

に
、
篆
書
碑
に
し
か
佚
文
の
殘
ら
な
い
、
珍
し
い
書
物
で
あ
る
。
例
え
ば
『
河
洛

遺
誥
』
は
篆
書
碑
・
懸
針
篆
に
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
（
破
線
部
は
毘
沙
門
堂
藏

『
篆
隸
文
體
』
と
重
な
る
記
述
）。

懸
針
篆
者
、
漢
章
帝
郞
中
扶
風
曹
喜
之
所
作
也
。
用
題
五
經
篇
目
。
纖
抽
其

勢
、
㊒
若
針
之
懸
鋒
也
。
故
曰
懸
針
。
河
洛
遺
誥
云
、
懸
針
之
書
、
亦
出
曹

喜
。
小
篆
爲
質
、
垂
露
爲
紀
。
題
署
五
經
、
印
其
三
史
。
以
爲
楷
則
、
傳
芳

千
祀
。
懸
針
卽
曹
君
爲
祖
。

前
稿
で
は
こ
の
問
題
に
對
す
る
合
理
的
な
解
釋
と
し
て
、
夢
英
は
引
用
文
獻
の
出

典
を
記
さ
ぬ
こ
と
を
原
則
と
し
、『
河
洛
遺
誥
』
な
ど
三
書
は
二
次
引
用
で
あ
る

と
結
論
づ
け
た
。
つ
ま
り
夢
英
が
直
接
依
據
し
引
用
す
る
文
獻
の
な
か
に
、
入
れ

子
の
よ
う
に
別
の
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、「
某
書
云
」
と
い
う
出
典

表
記
を
伴
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
篆
書
碑
の
『
書
斷
』
と
對
照
可
能

な
箇
所
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
例
え
ば
篆
書
碑
・
古
文
に
『
孝
經
援
神
契
』

の
引
用
が
あ
る
が
、
同
書
は
そ
も
そ
も
『
書
斷
』
古
文
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
部
分
も
含
め
て
篆
書
碑
に
引
か
れ
る
か
ら
こ
そ
、
出
典
が
表
記
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
篆
書
碑
・
大
篆
の
『
漢
書
』
藝
文
志
、
籒
文
の
『
七
略
』
に
つ
い
て
も
、
や

は
り
『
書
斷
』
の
各
條
に
引
用
が
あ
る
。
合
理
的
に
解
す
る
な
ら
、
蕭
子
雲
「
飛

白
論
」
も
や
は
り
二
次
引
用
と
み
る
の
が
よ
く
、
さ
ら
に
飛
白
書
を
含
む
五
體
と

『
書
斷
』
と
の
十
分
な
一
致
か
ら
み
て
、「
飛
白
論
」
は
夢
英
所
見
『
書
斷
』
に
含

ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
現
行
本
に
脫
落
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
篆
書
碑
の
文
か
ら
考
え
て
、
夢

英
所
見
『
書
斷
』
に
は
蕭
子
雲
「
飛
白
論
」
が
「
窮
微
於
小
篆
」
の
直
後
に
續
い

て
い
た
は
ず
だ
が
、
劉
や
陳
の
校
記
に
そ
の
よ
う
な
異
文
は
報
吿
さ
れ
な
い
。
ま

た
、
試
み
に
「
飛
白
論
」
を
『
書
斷
』
本
文
と
み
な
す
と
、
そ
の
引
用
「
王
次
仲

飛
而
不
白
、
蔡
伯
喈
白
而
不
飛
」
は
『
書
斷
』
內
部
と
矛
盾
を
來
す
。
な
ぜ
な
ら
、

『
書
斷
』
八
分
で
は
王
次
仲
を
秦
人
と
し
、
同
・
飛
白
で
は
後
漢
の
蔡
邕
（
伯
喈

は
字
）
を
飛
白
の
祖
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
王
次
仲
に
飛
白
の
書
が
あ
っ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
蔡
邕
は
そ
の
祖
と
な
り
え
な
い
。
成
田
健
太
郞（

（2
（

が
指
摘
す
る
と
お
り
、

張
懷
瓘
は
時
代
差
を
周
到
に
考
慮
し
た
う
え
で
書
體
の
發
達
變
遷
を
理
論
的
に
跡

づ
け
て
お
り
、
懷
瓘
自
身
が
か
か
る
矛
盾
を
生
じ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
あ
り
得
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五
〇

る
と
す
れ
ば
、『
書
斷
』
の
傳
世
過
程
で
後
人
が
㊟
釋
的
に
他
書
を
引
用
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
再
び
成
田
の
指
摘
に
借
り
る
と
、『
書
斷
』
飛
白
は
「
記
述
が
斷

片
的
で
」「
蔡
邕
が
飛
白
を
發
明
し
た
、
あ
る
い
は
得
意
と
し
た
と
い
う
說
は

『
書
斷
』
以
前
に
は
全
く
見
え（

（2
（

」
ず
、
蔡
邕
を
飛
白
の
祖
と
す
る
根
據
は
明
ら
か

で
な
い
。『
書
斷
』
飛
白
は
そ
の
論
證
不
足
ゆ
え
に
、
參
考
材
料
或
い
は
反
證
と

し
て
蕭
子
雲
「
飛
白
論
」
が
㊟
釋
的
に
加
筆
さ
れ
る
可
能
性
を
餘
し
て
い
る
と
い

え
る
。
篆
書
碑
・
飛
白
書
は
、
夢
英
所
見
『
書
斷
』
が
偶
然
に
も
そ
の
よ
う
な
加

筆
の
生
じ
て
い
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　
雜
體
書
の
記
述
に
對
す
る
『
書
斷
』
の
利
用

　
夢
英
に
よ
る
『
書
斷
』
の
利
用
と
し
て
別
に
㊟
意
を
引
く
の
は
、
雜
體
書
の
記

述
に
も
そ
の
利
用
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
篆
書
碑
・
瓔
珞
篆
に

瓔
珞
篆
者
、
後
漢
劉
德
昇
之
所
作
也
。
因
夜
觀
星
宿
、
而
爲
此
法
。
特
乃
存

古
之
梗
槪
、
變
隸
之
規
蹤
。
體
類
科
斗
而
不
眞
、
勢
同
迴
鸞
而
宏
逸
。
天
假

其
法
、
非
學
之
功
。
雖
諸
家
之
法
悉
殊
、
而
此
書
最
爲
首
出
。
後
漢
儒
生
普

皆
攻
學
。

と
あ
り
、「
特
乃
存
古
之
梗
槪
、
變
隸
之
規
蹤
」
は
『
書
斷
』
章
草
の
「
此
乃
存

字
之
梗
槪
、
損
隸
之
規
矩
」
に
類
す
る
。『
書
斷
』
の
句
は
篆
隸
の
簡
化
と
い
う

章
草
の
本
質
を
端
的
に
言
い
表
す
が
、
一
方
瓔
珞
篆
（
左
圖
）
は
篆
書
の
字
形
に（（2

（

外
餝
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
篆
書
碑
に
い
う
「
變
隸
之
規
蹤
」
は
そ
の
形
體
に

そ
ぐ
わ
な
い
。
ま
た
『
書
斷
』
行
書
に
は

案
行
書
者
、
後
漢
潁
川
劉
德
昇
所
作
也
。
…
…
獻
之
常
白
父
云
、
古
之
章
草
、

未
能
宏
逸
。
…
…
天
假
其
魄
、
非
學
之
功
。
若
逸
氣
縱
橫
則
羲
謝
於
獻
、
若

簪
裾
禮
樂
則
獻
不
繼
羲
。
雖
諸
家
之
法
悉
殊
、
而
子
敬
最
爲
遒
拔
。

と
あ
る
か
ら
、
篆
書
碑
・
瓔
珞
篆
と
『
書
斷
』
の
類
似
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

篆
書
碑
の
「
天
假
其
法
、
非
學
之
功
」「
雖
諸
家
之
法
悉
殊
、
而
此
書
最
爲
首
出
」

が
『
書
斷
』
行
書
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
瓔
珞
篆
の
作
者
を

劉
德
昇
と
す
る
說
や
、「
宏
逸
」
の
語
も
『
書
斷
』
行
書
を
參
考
に
し
て
い
る
の

だ
ろ
う（

（2
（

。
そ
も
そ
も
瓔
珞
篆
な
る
書
體
は
夢
英
以
前
の
文
獻
に
全
く
み
え
ず
、
こ

の
書
體
じ
た
い
夢
英
が
創
作
し
た
疑
い
が
强
い
が
、
少
な
く
と
も
、
制
作
者
を
推

定
す
る
根
據
や
書
體
の
特
質
を
的
確
に
描
出
す
る
姿
勢
は
、
こ
こ
で
は
全
く
缺
落

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　『
書
斷
』
に
は
、
書
體
の
制
作
者
を
一
人
に
歸
す
る
た
め
に
、
先
行
諸
書
を
涉

獵
參
酌
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
『
書
斷
』
章
草
に

案
章
草
者
、
漢
黃
門
令
史
游
所
作
也
。
衞
恆
李
誕
竝
云
、
漢
初
而
㊒
草
法
、

不
知
其
誰
。
蕭
子
良
云
、
章
草
者
、
漢
齊
相
杜
操
始
變
藁
法
、
非
也
。
王
愔

云
、
漢
元
帝
時
、
史
游
作
急
就
章
。
解
散
隸
體
、
麤
書
之
。
漢
俗
簡
墮
、
漸

以
行
之
、
是
也
。
…
…
史
游
卽
章
草
之
祖
也
。

案
ず
る
に
章
草
な
る
者
は
、
漢
の
黃
門
令
史
游
の
作
る
所
な
り
。
衞
恆
・
李

誕
竝
び
に
云
く
、
漢
初
に
草
法
㊒
り
、
其
れ
誰
な
る
か
を
知
ら
ず
と
。
蕭
子

良
云
く
、
章
草
な
る
者
は
、
漢
の
齊
相
杜
操
始
め
て
藁
法
を
變
ず
と
、
非
な

り
。
王
愔
云
く
、
漢
元
帝
の
時
、
史
游
急
就
章
を
作
る
。
隸
體
を
解
散
し
、

麤あ
ら

く
之
を
書
す
。
漢
の
俗
は
簡
墮
に
し
て
、
漸
く
以
て
之
を
行
ふ
と
、
是ぜ

な

り
。
…
…
史
游
は
卽
ち
章
草
の
祖
な
り
。

と
い
い
、
張
懷
瓘
は
異
說
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
自
己
の
判
斷
に
よ



夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
と
張
懷
瓘
『
書
斷
』

五
一

り
作
者
を
比
定
す
る
。
こ
こ
で
は
是
非
の
根
據
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
が
、
不

用
意
に
自
說
を
提
唱
す
る
の
で
な
く
、
從
前
の
言
說
を
參
照
し
辯
覈
す
る
と
い
う

點
に
お
い
て
、
右
の
自
說
は
一
定
の
說
得
性
を
備
え
て
い
る
。
八
分
の
作
者
を
め

ぐ
る
議
論
は
よ
り
複
雜
で
あ
り
、
具
體
的
に
は
王
愔
、
蕭
子
良
、「
序
仙
記
」、
楊

固
「
北
都
賦
」
な
ど
諸
家
の
說
を
勘
案
し
、
秦
の
王
次
仲
を
作
者
と
す
る
。
他
の

書
體
に
つ
い
て
も
同
樣
で
、
懷
瓘
は
基
本
的
に
先
行
の
言
說
を
材
料
と
し
て
、
議

論
を
展
開
し
て
い
る
。

　『
書
斷
』
卷
上
の
各
論
は
懷
瓘
の
問
題
意
識
に
應
じ
て
分
量
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
そ
こ
に
は
共
通
の
形
式
が
あ
る
。
そ
れ
は
右
の
章
草
の
よ
う
に
、
論
が
必
ず

「
案
○
○
者
、
○
○
所
作
（
造
）
也
」
に
始
ま
り
、「
○
○
卽
○
○
之
祖
也
」
に
終

わ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
作
者
を
め
ぐ
る
自
身
の
見
解
を
提
示
し
、
次
い
で
異
說

の
存
在
や
書
體
の
歷
史
的
發
展
に
說
き
及
ぶ
。
結
び
の
定
型
句
は
そ
れ
ま
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
自
說
を
再
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。『
書
斷
』
特
㊒
の
說
得
性
や

一
貫
性
は
、
文
獻
資
料
の
驅
使
や
鮮
や
か
な
筆
致
は
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
形

式
に
も
ま
た
支
え
ら
れ
て
い
よ
う
。

　
そ
し
て
篆
書
碑
の
本
文
に
も
、『
書
斷
』
と
同
樣
の
形
式
が
み
ら
れ
る
。

垂
雲
篆
者
、
衞
恆
之
所
作0

。
軒
轅
之
代
、
慶
雲
常
現
。
其
體
郁
郁
紛
紛
、
爲

書
紀
職
。
文
字
之
興
、
取
諸
爲
象
。
書
品
云
、
衞
恆
書
如
搖
華
美
女
舞
笑
鏡

臺
。
筆
動
若
飛
、
字
張
如
雲
。
莫
能
傳
學
。
衞
氏
卽
垂
雲
之
祖
。

芝
英
篆
者
、
漢
陳
遵
之
所
作
。
陳
氏
每
書
、
一
坐
皆
驚
、
時
人
謂
之
陳
驚
坐
。

昔
六
國
各
以
異
體
之
書
、
潛
爲
符
信
、
則
芝
英
興
焉
。
秦
焚
丘
典
、
其
文
煨

滅
。
在
漢
中
葉
、
武
帝
臨
朝
、
爰
㊒
靈
芝
三
本
、
植
於
殿
前
、
既
歌
芝
房
之

曲
、
又
述
芝
英
之
書
焉
。
陳
氏
卽
芝
英
之
祖
。

篆
書
碑
も
『
書
斷
』
と
同
じ
く
自
說
の
間
に
諸
書
の
記
述
を
交
え
る
が
、
前
稿
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
夢
英
は
別
個
の
文
脈
に
屬
す
る
二
つ
の
話
柄
を
强

引
に
接
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
垂
雲
篆
で
、
黃
帝
時
代
の
瑞
祥
を
い

う
破
線
部
は
『
篆
隸
文
體
』
と
一
致
す
る
が
、
佚
名
「
書
品（

（2
（

」
に
い
う
衞
恆
の
書

風
は
垂
雲
篆
の
話
と
は
本
來
關
係
し
な
い
。
し
か
し
、
右
の
實
線
部
二
文
を
前
後

に
配
す
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
こ
の
兩
者
が
一
連
の
話
柄
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見

せ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
樣
に
、
芝
英
篆
に
お
い
て
破
線
部
は
『
篆
隸
文

體
』
に
一
致
す
る
が
、
陳
驚
座
の
話
と
の
間
に
關
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
以
上
の
二
例
は
『
書
斷
』
の
形
式
を
模
倣
し
た
に
過
ぎ
ず
、『
書
斷
』
と

對
照
的
に
論
述
が
一
貫
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
根
據
を
曖
昧
に
し
議

論
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
自
說
の
脆
さ
を
隱
蔽
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
か
ら
、『
書
斷
』
と
同
等
の
說
得
性
を
生

ず
る
は
ず
が
な
い
。

　『
書
斷
』
に
は
ま
た
成
田（

（2
（

も
留
意
す
る
と
お
り
、
書
體
の
制
作
者
と
そ
の
藝
術

性
の
開
創
者
、
完
成
者
と
を
區
別
し
、
書
體
を
進
步
史
觀
に
よ
り
捉
え
る
傾
向
が

あ
る
。
例
え
ば
『
書
斷
』
隸
書
に

案
隸
書
者
、
秦
下
邽
人
程
邈
所
造
也
。
…
…
漢
陳
遵
字
孟
公
、
京
兆
杜
陵
人
。

哀
帝
之
世
、
爲
河
南
太
守
。
善
隸
書
、
與
人
尺
牘
、
主
皆
藏
之
以
爲
榮
。
此

其
創
開
隸
書
之
善
也
。
爾
後
鍾
元
常
王
逸
少
各
造
其
極
焉
。

案
ず
る
に
隸
書
な
る
者
は
、
秦
の
下
邽
の
人
程
邈
の
造
る
所
な
り
。
…
…
漢

の
陳
遵
字
は
孟
公
、
京
兆
杜
陵
の
人
な
り
。
哀
帝
の
世
、
河
南
太
守
と
爲
る
。

隸
書
を
善
く
し
、
人
に
尺
牘
を
與
ふ
れ
ば
、
主
は
皆
な
之
を
藏
し
以
て
榮

ほ
ま
れ

と
爲
す
。
此
れ
其
の
隸
書
の
善
を
創
開
す
る
な
り
。
爾
後
鍾
元
常
・
王
逸
少

各
お
の
其
の
極き

は
み

に
造い
た

る
。

と
い
う
。
程
邈
は
あ
く
ま
で
隸
書
の
制
作
者
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
藝
術
性
の
開
創
者

に
は
陳
遵
を
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
の
ち
の
鍾
繇
（
字
は
元
常
）
と
王
羲
之
（
字
は
逸

少
）
と
を
完
成
者
と
す
る
。『
書
斷
』
小
篆
に
は
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斯
雖
草
創
、
遂
造
其
極
矣
。

　
　
斯
は
草
創
す
と
雖
も
、
遂
に
其
の
極
に
造
れ
り
。

と
い
い
、
こ
こ
で
は
書
體
の
制
作
者
と
藝
術
性
の
完
成
者
と
を
李
斯
一
人
に
歸
す

る
が
、
も
と
よ
り
兩
者
を
區
分
す
る
意
識
は
は
た
ら
い
て
い
る
。
久
し
く
命
脈
を

絕
っ
た
古
文
、
大
篆
、
籒
文
は
別
と
し
て
、
小
篆
以
降
の
書
體
に
對
し
て
は
、
こ

の
よ
う
に
時
間
軸
に
沿
っ
て
書
體
の
發
展
を
描
出
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
た
び
た

び
「
造
其
極
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る（

（2
（

。

　
こ
の
『
書
斷
』
の
思
考
法
の
影
响
が
、
篆
書
碑
・
剪
刀
篆
に
み
ら
れ
る
。

剪
刀
篆
者
、
韋
誕
之
所
作
。
亦
曰
金
錯
書
。
本
古
之
錢
名
。
周
之
泉
府
、
厥

跡
不
存
。
降
茲
以
還
、
其
文
可
覩
。
若
漢
之
銖
兩
、
新
之
刀
布
、
今
具
存
焉
。

其
爲
體
、
狀
若
麗
匣
盤
龍
、
新
臺
舞
鳳
。
自
後
史
游
深
造
其
極
焉
。

破
線
部
は
『
篆
隸
文
體
』
と
重
な
る
が
、
同
書
は
そ
の
制
作
者
を
記
さ
な
い
。
從

っ
て
、
韋
誕
や
史
游
を
擧
げ
る
の
は
夢
英
獨
自
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、

魏
の
韋
誕
を
制
作
者
と
し
、
前
漢
の
史
游
を
完
成
者
と
み
る
の
は
年
代
上
お
か
し

い
。「
自
後
」「
造
其
極
」
と
は
、『
書
斷
』
の
ご
と
く
書
體
の
經
時
的
發
展
を
意

識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
單
な
る
形
式
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
。

四
　『
篆
隸
文
體
』
か
ら
『
書
斷
』
へ

　
以
上
よ
り
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
篆
書
碑
本
文
に
お
け
る
『
書
斷
』
に
基
づ
く

記
述
が
、
實
際
に
は
第
一
節
に
示
し
た
以
上
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
雜
體

書
の
說
明
に
も
『
書
斷
』
の
文
辭
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
第
二
節
の
推
測

に
從
え
ば
、
蕭
子
雲
「
飛
白
論
」
の
引
用
も
夢
英
が
利
用
し
た
『
書
斷
』
に
由
來

す
る
と
い
え
る
。
ま
た
篆
書
碑
本
文
は
多
く
『
篆
隸
文
體
』
と
も
重
な
る
が
、
前

稿
の
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
存
の
毘
沙
門
堂
本
に
は
含
ま
れ
な
い
記
述
の

う
ち
の
い
く
つ
か
も
、
夢
英
が
利
用
し
た
『
篆
隸
文
體
』
に
は
附
隨
し
て
い
た
と

み
ら
れ
る
。
從
っ
て
、
篆
書
碑
本
文
の
大
部
分
は
夢
英
の
參
照
し
た
『
篆
隸
文

體
』『
書
斷
』
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
篆
書
碑
本
文
の
出
典
が
こ
れ
ら
二
書
に
偏
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
意
味
し
て
い
よ
う
か
。
ま
ず
い
え
る
こ
と
は
、
篆
書
碑
本
文
は
一
見
す
る
と

夢
英
自
撰
の
文
章
を
多
く
含
ん
で
い
る
か
に
見
え
る
が
、
そ
の
實
先
行
著
作
を
利

用
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
行
著
作
の
選
擇
や
引
用
の
方
法
に

夢
英
の
見
識
が
發
揮
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
疑
問
で
あ
り
、
む
し
ろ

出
典
を
伏
せ
て
都
合
よ
く
利
用
し
た
と
い
う
の
が
實
相
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
篆
書

碑
の
雜
體
書
を
記
述
し
た
部
分
に
お
け
る
『
書
斷
』
の
文
辭
の
轉
用
、
形
式
の
模

倣
は
全
く
も
っ
て
杜
撰
で
あ
る
。
し
か
し
、
夢
英
自
身
の
問
題
と
切
り
離
し
、
中

國
書
論
史
の
視
點
か
ら
篆
書
碑
を
見
た
場
合
、
こ
こ
に
は
別
の
意
義
を
見
出
す
こ

と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、『
篆
隸
文
體
』『
書
斷
』
の
受
容

か
ら
み
た
、
篆
書
碑
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　
ま
ず
、『
篆
隸
文
體
』
の
性
質
と
受
容
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
く
。
漢
魏
六

朝
時
代
に
書
が
一
藝
術
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

書
に
對
す
る
士
人
間
の
關
心
の
高
ま
り
は
、
そ
の
實
踐
た
る
書
跡
を
傳
え
殘
す
の

み
な
ら
ず
、
同
時
に
書
に
關
す
る
言
說
の
發
達
を
も
促
し
、
多
く
の
蓄
積
を
も
た

ら
し
た
。
仲
村
康
太
郞
・
成
田
健
太
郞
校
㊟
『
毘
沙
門
堂
藏
　

篆
隸
文
體
』（
臨
川

書
店
、
二
〇
二
四
）
に
譯
㊟
の
形
式
で
詳
解
し
た
よ
う
に
、
五
十
二
の
書
體
を
輯

錄
す
る
『
篆
隸
文
體
』
も
、
こ
の
よ
う
な
實
踐
と
言
說
の
雙
方
の
蓄
積
に
基
づ
い

て
い
る
。
直
接
に
は
南
朝
以
後
の
雜
體
書
の
增
加
と
い
う
潮
流
を
汲
み
つ
つ
、
よ

り
大
き
く
は
上
古
以
來
の
書
體
の
派
生
を
意
識
し
、
當
時
傳
存
し
て
い
た
書
體
を

そ
の
い
わ
れ
と
と
も
に
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
纂
の
際
の
資
料
收
集
に
つ
い

て
は
、
現
存
の
毘
沙
門
堂
本
序
に

博
尋
史
傳
、
傍
搜
子
集
。



夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
と
張
懷
瓘
『
書
斷
』

五
三

博
く
史
傳
に
尋
ね
、
傍あ
ま
ね

く
子
集
に
搜
す
。

と
あ
る
。
實
際
、
そ
の
內
容
は
漢
魏
六
朝
時
代
の
諸
文
獻
と
多
く
の
接
點
を
見
出

し
得
、
序
の
文
言
は
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
い
。『
篆
隸
文
體
』
以
前
に
遡
及
で

き
な
い
記
述
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
は
い
ま
傳
わ
ら
な
い
著
作
に
基
づ
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、『
篆
隸
文
體
』
は
單
な
る
既
往
の
集
成
で
あ
る
以
外
に
、

希
少
性
、
獨
自
性
と
い
う
價
値
を
も
倂
せ
も
つ
。
零
細
な
記
錄
、
個
別
的
な
傳
承

が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、『
篆
隸
文
體
』
の
相
對
的
價
値
が
上
昇
す
る
と
い
う
過

程
は
想
像
に
餘
り
あ
り
、
次
に
述
べ
る
ご
と
く
、
現
に
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
雜
體
書

文
獻
の
原
點
と
し
て
、
後
代
に
受
容
さ
れ
、
影
响
を
與
え
て
い
る
。

　
例
え
ば
唐
・
韋
續
「
五
十
六
種
書
」（『
墨
藪
』
第
一
な
ど
）
は
、『
篆
隸
文
體
』

の
影
响
が
著
し
く
、
そ
の
文
は
ほ
ぼ
『
篆
隸
文
體
』
の
節
錄
で
あ
る
。
近
年
再
發

見
さ
れ
た
韋
懿
『
古
今
文
字
讚（

（3
（

』
は
二
十
一
種
の
書
體
を
收
錄
す
る
が
、
こ
こ
に

も
『
篆
隸
文
體
』
に
基
づ
く
記
述
は
多
い
。
ま
た
晚
唐
の
唐
玄
度
「
十
體
書
」

（『
墨
池
編
』
卷
一
）
に
も
、『
篆
隸
文
體
』
に
基
づ
く
記
述
が
い
く
つ
か
み
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
篆
隸
文
體
』
の
言
辭
が
書
體
に
對
す
る
說
明
と
し
て
固
定
化
し

て
い
る
さ
ま
は
、
夢
英
以
前
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
書
學
著
作
以
外
で
は
『
文

選
』
卷
四
三
・
孔
稚
珪
「
北
山
移
文
」
の
李
善
㊟
、『
初
學
記
』
卷
二
一
・
文
字
、

封
演
『
封
氏
聞
見
記
』
卷
二
、『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
卷
九
・
書
、
崔
備
「
壁
書

飛
白
蕭
字
記
」
の
㊟
（『
法
書
要
錄
』
卷
三
）、
下
っ
て
南
唐
・
徐
鍇
『
說
文
解
字
繫

傳
』
に
『
篆
隸
文
體
』
の
引
用
や
內
容
に
對
す
る
言
及
が
あ
り
、
特
に
『
封
氏
聞

見
記
』
や
『
說
文
繫
傳
』
か
ら
は
、「
五
十
二
」
と
い
う
そ
の
收
錄
書
體
の
數
が

『
篆
隸
文
體
』
を
語
る
う
え
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。『
篆
隸
文
體
』
以
外
に
も
、
唐
代
に
雜
體
書
に
關
す
る
文
獻
が

種
々
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
『
隋
書
』
經
籍
志
に
よ
り
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は

こ
ん
に
ち
み
な
佚
し
、『
篆
隸
文
體
』
を
凌
ぐ
影
响
が
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

ま
た
劉
宋
・
王
愔
『
文
字
志
』
三
卷
が
雜
體
書
に
關
す
る
記
述
を
多
々
含
ん
で
い

た
こ
と
は
、
こ
ん
に
ち
傳
わ
る
「
文
字
志
目
」（『
法
書
要
錄
』
卷
一
）
か
ら
想
定
さ

れ
る
が
、
佚
文
は
少
な
く
、
そ
の
影
响
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る（

（3
（

。
や
は
り
雜
體
書
の
領
域
で
『
篆
隸
文
體
』
ほ
ど
影
响
を
及
ぼ
し
た
著
作
は

ほ
か
に
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
を
踏
ま
え
る
と
、
夢
英
が
雜
體
書
に
つ

い
て
專
ら
『
篆
隸
文
體
』
に
材
を
求
め
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
位
置

す
る
極
め
て
自
然
な
事
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
後
發
の
『
書
斷
』
は
、
漢
魏
よ
り
初
唐
に
至
る
書
學
の
成
果
を
吸
收
し
統

合
し
た
書
學
著
作
で
あ
る
。
既
往
の
言
說
の
蓄
積
を
集
成
し
た
總
合
性
と
い
う
點

で
は
、『
篆
隸
文
體
』
に
同
じ
い
。
唐
代
で
の
受
容
に
關
す
る
資
料
は
多
く
は
な

い
が（

（3
（

、
唐
玄
度
「
十
體
書
」
に
部
分
的
に
『
書
斷
』
に
類
す
る
記
述
の
あ
る
こ
と

は
㊟
意
を
引
く
。
例
え
ば
、「
十
體
書
」
大
篆
に

大
篆
、
周
宣
王
太
史
史
籀
所
造
。
始
變
古
文
、
著
大
篆
十
五
篇
。
秦
焚
詩
書
、

唯
易
與
此
篇
得
全
。
逮
王
莽
之
亂
、
此
篇
亡
失
。
建
武
中
、
曾
獲
九
篇
。
章

帝
時
、
王
育
爲
作
解
說
、
所
不
通
者
十
㊒
二
三
。
曁
晉
世
、
此
篇
都
廢
、
今

略
傳
字
體
而
已（

（3
（

。

と
あ
り
、
傍
線
部
は
『
書
斷
』
大
篆
と
重
な
る
。
同
樣
に
「
十
體
書
」
の
古
文
、

小
篆
、
飛
白
の
文
辭
も
部
分
的
に
『
書
斷
』
に
一
致
す
る
。
た
だ
、
右
の
よ
う
に

『
篆
隸
文
體
』『
書
斷
』
の
ど
ち
ら
に
も
み
ら
れ
な
い
獨
自
の
記
述
も
少
な
く
な
く
、

そ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
は
詳
ら
か
で
な
い
。

　
こ
れ
に
對
し
て
、
篆
書
碑
で
は
雜
體
書
に
つ
い
て
は
『
篆
隸
文
體
』
の
言
辭
が
、

主
要
書
體
に
つ
い
て
は
『
書
斷
』
の
言
辭
が
そ
れ
ぞ
れ
轉
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

固
定
化
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。
特
に
篆
書
碑
が
大
篆
と
籒
文
を
別
々
の
書
體
と

し
て
擧
げ
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
こ
の
二
つ
は
古
く
よ
り
同
一

の
書
體
と
さ
れ
る
が
、『
書
斷
』
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
ら
を
區
別
し
て
い
る
か
ら
で
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あ
る（
（3
（

。

　
と
こ
ろ
で
、『
篆
隸
文
體
』
に
收
錄
さ
れ
る
五
十
二
の
書
體
に
は
、
古
文
や
籒

書
、
小
篆
、
飛
白
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
夢
英
は
篆
書
碑
の
撰
文

に
際
し
、『
篆
隸
文
體
』
の
み
に
依
據
す
る
こ
と
も
方
法
の
一
つ
と
し
て
あ
り
得

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
要
書
體
に
つ
い
て
夢
英
は
『
書
斷
』
を
選
擇
し
た
。

こ
れ
は
い
か
な
る
意
味
に
解
さ
れ
よ
う
か
。

　
一
つ
の
解
釋
と
し
て
、
當
時
の
趨
勢
が
夢
英
の
選
擇
に
も
影
响
し
て
い
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
夢
英
個
人
の
み
な
ら
ず
書
學
著
作
の
受
容
の
全
體

的
傾
向
と
し
て
、『
書
斷
』
の
影
响
力
が
强
く
、『
篆
隸
文
體
』
中
の
『
書
斷
』
と

重
複
す
る
書
體
に
つ
い
て
は
參
照
價
値
が
低
下
し
て
い
た
と
い
う
狀
況
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
れ
と
兩
立
す
る
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、『
篆
隸
文
體
』
が
し
ば

し
ば
殘
缺
し
た
形
態
で
流
布
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
夢
英
所
見
『
篆

隸
文
體
』
は
、
既
に
主
要
書
體
に
關
す
る
記
述
が
缺
失
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

『
書
斷
』
に
依
據
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

實
際
、
唐
代
と
比
べ
て
宋
以
後
で
は
、『
篆
隸
文
體
』
の
受
容
を
う
か
が
わ
せ
る

記
錄
が
少
な
い
。『
篆
隸
文
體
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
は
、『
太
平

御
覽
』
卷
三
五
三
に
引
く
一
條
に
限
ら
れ
、
こ
れ
は
そ
の
藍
本
た
る
『
修
文
殿
御

覽
』
や
『
文
思
博
要
』
由
來
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
南
宋
の
陳

思
『
書
小
史
』
や
元
の
鄭
枃枃
『
衍
極
』
に
附
さ
れ
た
劉
㊒
定
㊟
に
は
『
篆
隸
文

體
』
と
類
す
る
記
述
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
直
接
に
『
篆
隸
文
體
』
に
基

づ
い
て
い
る
か
は
か
な
り
疑
問
で
あ
り
、『
篆
隸
文
體
』
は
北
宋
以
後
次
第
に
散

佚
し
た
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　
一
方
『
篆
隸
文
體
』
と
は
對
照
的
に
、『
書
斷
』
は
宋
以
後
の
影
响
が
著
し
い
。

例
え
ば
北
宋
初
に
成
る
『
太
平
廣
記
』
卷
二
〇
六
至
二
〇
九
・
書
に
は
『
書
斷
』

の
引
用
囘
數
が
最
も
多
く
、
卷
上
の
十
體
は
み
な
節
錄
し
て
い
る
。『
太
平
廣
記
』

で
は
そ
れ
ぞ
れ
『
書
斷
』
卷
上
の
構
成
と
同
じ
く
書
體
の
名
を
標
目
に
と
る
が
、

原
則
と
し
て
人
物
名
を
揭
げ
る
同
書
に
あ
っ
て
は
異
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
書
と
い

う
大
き
な
項
目
の
編
集
方
針
か
ら
た
ま
た
ま
例
外
を
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
『
書
斷
』
か
ら
の
引
用
を
前
提
と
し
た
た
め
に
、『
書
斷
』
の
構
成
が
編
纂
の

通
例
に
優
先
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（3
（

。『
太
平
廣
記
』
と
同
時
期
に
成
る

『
太
平
御
覽
』
卷
七
四
七
至
七
四
九
・
書
に
も
、
や
は
り
『
書
斷
』
の
引
用
は
目

立
ち
、
卷
上
か
ら
は
籒
文
を
除
く
九
體
の
論
が
錄
さ
れ
る
。

　
や
や
下
る
が
、
南
宋
・
陳
思
『
書
小
史
』
は
相
當
多
く
の
記
述
を
『
書
斷
』
に

負
っ
て
お
り
、
例
え
ば
次
に
引
く
卷
三
・
倉
頡
は
傍
線
部
が
現
行
本
『
書
斷
』
古

文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

倉
頡
、
黃
帝
時
史
官
也
。
首
㊒
四
目
、
通
於
神
明
。
仰
觀
奎
星
圜
曲
之
勢
、

俯
察
龜
文
鳥
迹
之
象
、
博
採
衆
美
、
合
而
爲
字
、
是
曰
古
文
。
孝
經
援
神
契

曰
、
奎
主
文
章
、
倉
頡
放
象
、
是
也
。
皇
甫
謐
曰
、
黃
帝
史
倉
頡
造
文
字
、

記
言
行
、
策
藏
之
、
名
曰
書
契（

（3
（

。

さ
き
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、『
書
小
史
』
に
は
部
分
的
に
『
篆
隸
文
體
』
に
類

す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
倉
頡
が
古
文
を
作
っ
た
こ
と
は
、
右
の
ご
と
く
明
確

に
『
書
斷
』
に
出
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か
に
も
指
摘
で
き
、
こ
の
時
點
で

『
篆
隸
文
體
』
が
失
わ
れ
て
い
た
か
は
と
も
か
く
、
結
果
だ
け
み
れ
ば
や
は
り
篆

書
碑
本
文
と
同
じ
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　『
書
小
史
』
で
は
『
書
斷
』
の
ほ
か
唐
・
竇
蒙
『
述
書
賦
』
の
引
用
も
多
い
が
、

こ
の
書
が
「
書
賦
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
に
對
し
、『
書
斷
』
は
右
の
よ
う

に
特
に
出
典
表
記
が
附
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
『
書
斷
』
の
內
容
が
ま
ず

所
與
の
基
本
的
言
說
と
し
て
存
在
し
、
そ
こ
に
「
述
書
賦
」
な
ど
を
補
足
的
に
用

い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
同
樣
の
こ
と
は
元
統
二
年
（
一
三
三
四
）
頃
成
立

の
元
・
盛
熙
明
『
法
書
考
』
に
も
い
え
る
。
そ
の
卷
二
・
張
懷
瓘
十
體
書
斷（

（3
（

は
、



夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
と
張
懷
瓘
『
書
斷
』

五
五

題
下
に
「
各
附
書
家
之
論
」
と
㊟
す
る
と
お
り
、『
書
斷
』
を
基
礎
と
し
、
そ
こ

に
元
・
吾
丘
衍
『
學
古
編
』
な
ど
を
引
用
す
る
。『
學
古
編
』
は
あ
く
ま
で
補
足

と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
決
し
て
『
書
斷
』
に
對
す
る
疑
義
や
論
駁
の
た
め
で
は

な
い
。『
書
小
史
』
や
『
法
書
考
』
は
、『
四
庫
全
書
總
目
』
の
語
を
借
り
れ
ば

「
諸
家
の
說
を
雜
取
（
雜
取
諸
家
之
說（
（3
（

）」
し
た
著
作
で
あ
る
。
南
宋
以
後
、『
書

斷
』
は
各
書
論
叢
輯
の
ほ
か
、『
太
平
廣
記
』
か
ら
抄
出
し
た
『
百
川
學
海
』
本

に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る
が
、
の
み
な
ら
ず
こ
の
よ
う
な
著
作
を
も
介
し
て
、
そ
の

內
容
が
ま
す
ま
す
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
篆
隸
文
體
』
と
『
書
斷
』
の
受
容
を
通
覽
し
て
み
る
と
、『
篆

隸
文
體
』
が
殘
缺
散
佚
し
て
い
く
の
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、『
書
斷
』
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
篆
書
碑
本
文
の
主
要
書
體
の
記
述
に

お
い
て
、『
篆
隸
文
體
』
で
な
く
『
書
斷
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
は
、

こ
の
二
書
の
存
佚
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
從
っ
て
篆
書
碑
本
文
の
構
成
は
、

單
に
『
篆
隸
文
體
』
と
『
書
斷
』
の
、
ふ
た
つ
な
が
ら
の
言
說
の
固
定
化
を
示
す

だ
け
で
は
な
い
。
主
要
書
體
に
つ
い
て
參
照
さ
れ
な
く
な
り
、
矮
小
化
し
た
『
篆

隸
文
體
』、
そ
し
て
『
書
斷
』
が
こ
れ
に
代
わ
り
影
响
力
を
增
し
て
い
く
さ
ま
を

も
、
こ
こ
に
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

小
結

　
唐
宋
間
の
書
學
文
獻
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
散
逸
、
傳
存
文
獻
の
不
足

な
ど
か
ら
い
ま
な
お
不
明
な
點
が
多
い
。
比
較
的
影
响
の
大
き
か
っ
た
『
篆
隸
文

體
』
や
『
書
斷
』
で
す
ら
、
前
者
は
日
本
に
し
か
存
せ
ず
、
內
容
も
不
完
全
で
あ

り
、
後
者
は
部
分
的
に
は
南
宋
刊
本
『
書
苑
菁
華
』
が
古
い
も
の
の
、
完
全
な
內

容
は
明
本
の
『
法
書
要
錄
』
や
『
墨
池
編
』
に
ま
で
下
る
。
非
書
學
文
獻
を
含
め

て
も
、
そ
の
間
の
『
書
斷
』
の
受
容
を
窺
い
知
る
資
料
は
な
お
限
ら
れ
る
。
こ
の

現
狀
に
お
い
て
、
篆
書
碑
の
本
文
が
『
書
斷
』
の
校
訂
材
料
と
も
な
り
う
る
こ
と
、

及
び
『
書
斷
』
の
具
體
的
な
利
用
の
一
端
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
、
ひ
と
ま
ず
篆

書
碑
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
篆
書
碑
本
文
の
雜
體
書
を
記
述
し
た
部
分
に
み
ら
れ
る
、『
書
斷
』

を
意
識
し
た
內
容
に
は
、
意
義
を
見
出
し
難
い
。『
書
斷
』
の
文
辭
、
文
章
形
式
、

思
考
法
の
轉
用
は
、
內
實
空
疎
な
『
書
斷
』
の
模
倣
に
過
ぎ
ず
、
不
自
然
な
內
容

を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
主
要
書
體
に
對
し
夢
英
が
全
面
的

に
『
書
斷
』
に
依
據
し
た
の
は
、
自
身
の
見
識
を
示
す
の
で
な
く
、
單
に
一
か
ら

撰
文
す
る
勞
力
が
惜
し
く
、『
書
斷
』
が
分
量
と
し
て
も
都
合
が
よ
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
前
稿
に
指
摘
し
た
問
題
と
も
整
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、

篆
書
碑
本
文
に
お
け
る
雜
體
書
を
述
べ
た
部
分
に
お
い
て
も
ま
た
、
夢
英
は
『
篆

隸
文
體
』
を
都
合
よ
く
利
用
し
、
杜
撰
な
方
法
を
も
っ
て
撰
文
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
皮
肉
に
も
『
篆
隸
文
體
』『
書
斷
』
の
二
書
を
偏
っ
て
利
用

し
、
篆
書
碑
を
撰
文
し
た
こ
と
が
、
當
の
夢
英
す
ら
豫
期
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

別
の
意
義
を
生
じ
た
と
思
え
な
く
も
な
い
。
大
局
的
に
中
國
書
論
史
を
眺
め
た
と

き
、『
篆
隸
文
體
』
は
六
朝
後
期
に
成
り
、
主
と
し
て
唐
代
に
受
容
さ
れ
、
宋
以

後
散
佚
し
た
。
一
方
唐
代
中
期
に
成
る
『
書
斷
』
は
、
書
論
叢
輯
に
收
め
ら
れ
る

の
み
な
ら
ず
、
類
書
へ
の
引
用
や
『
太
平
廣
記
』
か
ら
の
抄
出
、
他
の
書
論
へ
の

利
用
な
ど
、
後
世
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
用
い
ら
れ
、
そ
の
內
容
が
浸
透
し
て
い
っ

た
。
書
體
に
關
す
る
著
作
で
は
、
こ
の
二
書
は
と
り
わ
け
後
世
へ
の
影
响
が
大
き

い
。『
篆
隸
文
體
』
と
『
書
斷
』
の
言
說
が
そ
れ
ぞ
れ
固
定
化
し
て
い
く
さ
ま
、

及
び
『
篆
隸
文
體
』
か
ら
『
書
斷
』
へ
と
い
う
部
分
的
な
推
移
が
、
篆
書
碑
本
文

の
な
か
で
依
據
す
る
文
獻
の
使
い
分
け
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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㊟（
1
）　
仲
村
康
太
郞
「
夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
書
體
論
の
構
造
と
方
法
」（『
中
國
文
學

報
』
第
九
七
册
、
京
都
大
學
中
國
文
學
會
、
二
〇
二
三
）。

（
2
）　
以
下
、
篆
書
碑
本
文
は
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
靑
洲
文
庫
藏
拓
本
に
據
り
、
飜
刻

す
る
。
圍
み
文
字
は
原
碑
に
損
傷
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
3
）　『
書
斷
』
の
底
本
は
以
下
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
場
合
も
同
じ
。

（
4
）　
明
嘉
靖
中
談
愷
刊
本
影
印
（
北
平
文
友
堂
書
坊
、
一
九
三
四
）
に
よ
る
。

（
5
）　
宮
內
廳
書
陵
部
藏
宋
慶
元
五
年
刊
本
影
印
（
國
外
所
藏
漢
籍
善
本
叢
刊
、
日
本
宮

內
廳
書
陵
部
藏
宋
元
版
漢
籍
選
刊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
）
に
據
る
。
以

下
同
じ
。
ま
た
『
墨
池
編
』
諸
本
や
明
吳
岫
家
藏
抄
本
『
法
書
要
錄
』（
後
述
、
㊟

（
15
）
も
參
照
せ
よ
）
も
同
じ
く
「
嘉
」
に
作
る
。

（
6
）　
開
元
年
間
の
成
立
ゆ
え
か
、
新
舊
唐
志
に
著
錄
な
し
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
餘
嘉

錫
『
古
書
通
例
』
案
著
錄
・
諸
史
經
籍
志
皆
㊒
不
著
錄
之
書
を
參
照
の
こ
と
。
中
國

で
は
宋
以
後
の
書
目
に
著
錄
が
あ
り
、
例
え
ば
『
崇
文
總
目
』
小
學
類
に
み
え
る
。

（
7
）　
四
庫
全
書
は
『
法
書
要
錄
』
な
ど
と
は
別
に
三
卷
の
單
行
本
を
收
め
る
が
、
諸
本

と
の
異
同
か
ら
考
え
る
に
、
そ
の
底
本
た
る
浙
江
鮑
士
恭
家
藏
本
は
宋
元
以
來
の
傳

本
で
は
な
く
、
王
氏
書
苑
か
津
逮
祕
書
よ
り
『
書
斷
』
を
拔
粹
し
刊
刻
流
布
し
た
單

行
本
、
な
い
し
そ
れ
に
基
づ
く
抄
本
か
と
思
わ
れ
る
。『
書
斷
』
に
は
こ
の
ほ
か

『
百
川
學
海
』
に
收
め
ら
れ
る
、『
太
平
廣
記
』
由
來
の
四
卷
本
の
系
統
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
唐
代
に
流
布
し
た
單
行
本
と
直
接
の
關
係
は
な
い
。

（
8
）　
中
國
國
家
圖
書
館
藏
。
影
印
に
中
華
再
造
善
本
（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇

三
）
が
あ
る
。

（
9
）　
中
國
國
家
圖
書
館
、
上
海
圖
書
館
な
ど
藏
。
本
邦
で
は
國
會
圖
書
館
東
京
本
館
が

所
藏
す
る
、
北
平
圖
書
館
舊
藏
漢
籍
善
本
膠
片
（
リ
ー
ル
番
號
九
六
八
）
で
み
ら
れ

る
。
な
お
嘉
靖
刊
本
と
い
う
呼
稱
は
傅
增
湘
に
よ
る
推
定
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
ば
ら

く
こ
の
呼
稱
に
從
う
。

（
10
）　『
中
國
古
籍
珍
本
叢
刊
・
復
旦
大
學
圖
書
館
卷
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
一

八
）
第
三
六
册
・
第
三
七
册
に
影
印
さ
れ
る
が
、
未
見
。

（
11
）　『
中
國
古
代
書
學
文
獻
硏
究
』
第
二
章
第
一
節
《
法
書
要
錄
》
的
兩
個
版
本
系
統

及
相
關
問
題
考
述
を
參
照
。
初
出
は
㊟
（
12
）
に
記
す
。

（
12
）　
異
同
か
ら
み
え
る
『
法
書
要
錄
』『
墨
池
編
』『
書
苑
菁
華
』
の
複
雜
な
關
係
に
つ

い
て
は
、『
中
國
古
代
書
學
文
獻
硏
究
』
第
二
章
《
墨
池
編
》
與
《
法
書
要
錄
》（
九

三
―
一
六
〇
頁
）
を
み
ら
れ
た
い
。
初
出
と
の
對
應
は
、
第
一
節
《
法
書
要
錄
》
的

兩
個
版
本
系
統
及
相
關
問
題
考
述
が
『
文
藝
硏
究
』
二
〇
一
八
年
第
二
期
（
中
國
藝

術
硏
究
院
、
文
藝
硏
究
雜
誌
社
）、
第
二
節
幾
種
稀
見
《
法
書
要
錄
》
傳
本
及
相
關

問
題
檢
證
が
『
書
法
硏
究
』
二
〇
一
九
年
第
二
期
（
上
海
書
畫
出
版
社
）、
第
三
節

《
墨
池
編
》
與
《
法
書
要
錄
》
的
版
本
交
侵
和
文
獻
互
證
が
『
中
國
書
畫
硏
究
集
刊
』

第
一
輯
（
二
〇
二
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
）。

（
13
）　
篆
書
碑
に
は
「
乾
德
五
年
」「
丁
卯
」（
九
六
七
）
の
紀
年
が
あ
る
。
た
だ
し
、
游

國
慶
「
宋
夢
英
集
篆
十
八
體
書
碑
及
其
相
關
問
題
」（『
書
畫
藝
術
學
刊
』
第
三
期
、

國
立
臺
灣
藝
術
大
學
、
二
〇
〇
七
、
九
五
―
一
六
八
頁
）
が
考
證
す
る
と
お
り
、
贈

詩
部
分
に
み
ら
れ
る
各
詩
人
の
官
銜
を
根
據
と
す
れ
ば
、
篆
書
碑
の
建
立
年
代
は
太

平
興
國
九
年
（
九
八
四
）
以
後
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
時
期
と
推
測
さ
れ
、
碑
に
み
ら

れ
る
二
つ
の
紀
年
は
建
立
に
先
立
つ
紙
本
墨
跡
の
成
立
年
と
解
さ
れ
る
。

（
14
）　
前
者
は
「
張
懷
瓘
書
斷
云
、
飛
白
書
、
變
楷
制
也
。
宮
殿
題
署
、
勢
大
則
徑
丈
、

字
宜
輕
微
不
滿
」（
津
逮
祕
書
）。
後
者
は
「
張
懷
瓘
書
斷
曰
、
篆
籒
八
分
隸
書
艸
書

章
艸
飛
白
行
書
、
通
謂
之
八
體
」（
唐
代
叢
書
）。

（
15
）　
兩
書
の
對
校
本
に
は
、
我
々
日
本
の
硏
究
者
に
は
披
閱
の
難
し
い
も
の
が
多
い
。

以
下
に
言
及
す
る
異
同
は
、
執
筆
者
の
寓
目
の
及
ぶ
限
り
原
典
を
確
認
し
た
が
、

『
法
書
要
錄
』
の
明
吳
岫
家
藏
抄
本
な
ど
中
國
國
內
の
圖
書
館
が
所
藏
す
る
非
公
開

の
傳
本
に
つ
い
て
は
、
や
む
な
く
兩
書
の
校
勘
記
を
根
據
と
し
た
。
ま
た
原
典
を
確



夢
英
「
十
八
體
篆
書
碑
」
と
張
懷
瓘
『
書
斷
』

五
七

認
し
た
も
の
も
、
行
論
上
校
勘
記
に
從
う
。

（
16
）　『
說
文
解
字
』
敍
に
「
及
宣
王
太
史
籒
著
大
篆
十
五
篇
、
與
古
文
或
異
」（
明
虞
山

毛
氏
汲
古
閣
刊
第
五
次
修
改
本
）。

（
17
）　『
廣
川
書
跋
』
は
津
逮
祕
書
に
據
る
。

（
18
）　
朱
長
文
の
改
變
に
つ
い
て
は
、『
中
國
古
代
書
學
文
獻
硏
究
』
第
二
章
參
照
、
書

誌
は
㊟
（
12
）。

（
19
）　
觀
智
院
藏
寫
本
（
現
天
理
大
學
天
理
圖
書
館
藏
）
に
據
る
古
典
保
存
會
影
印
本

（
一
九
三
一
）
參
照
。

（
20
）　
本
邦
で
の
記
錄
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
藤
原
賴
長
『
台
記
』
康
治
二
年
（
一
一
四

三
）
九
⺼
二
十
九
日
條
が
最
も
古
い
。『
國
史
大
辭
典
』
第
八
卷
・
太
平
御
覽
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
七
、
川
口
久
雄
解
說
）
參
照
。

（
21
）　
點
校
本
二
四
史
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
）
に
據
る
。

（
22
）　
唐
代
叢
書
に
據
る
。

（
23
）　
成
田
健
太
郞
「
張
懷
瓘
『
書
斷
』
の
書
體
論
」（『
中
國
文
學
報
』
第
七
二
册
、
京

都
大
學
中
國
文
學
會
、
二
〇
〇
六
、
五
四
―
八
六
頁
、
の
ち
同
『
中
國
中
古
の
書
學

理
論
』
第
二
章
、
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
六
、
七
九
―
一
二
五
頁
收
錄
）。

（
24
）　
㊟
（
23
）
前
揭
書
六
九
頁
（
單
行
本
は
一
〇
二
頁
）。『
書
斷
』
飛
白
の
記
述
は
、

本
論
に
引
用
し
た
箇
所
の
前
に
「
案
飛
白
者
、
後
漢
左
中
郞
將
蔡
邕
所
作
也
。
王
隱

王
愔
竝
云
、
飛
白
、
變
楷
製
也
。
本
是
宮
殿
題
署
、
勢
既
徑
丈
、
字
宜
輕
微
不
滿
、

名
爲
飛
白
。
王
僧
䖍䖍
云
、
飛
白
、
八
分
之
輕
者
。
雖
㊒
此
說
、
不
言
起
由
。
按
漢
靈

帝
熹
平
年
、
詔
蔡
邕
作
聖
皇
篇
。
篇
成
、
詣
鴻
都
門
。
上
時
、
方
修
餝
鴻
都
門
、
伯

喈
待
詔
門
下
、
見
役
人
以
堊
帚
成
字
。
心
㊒
悅
焉
、
歸
而
爲
飛
白
之
書
」
と
あ
る
。

（
25
）　
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
靑
洲
文
庫
藏
拓
本
。

（
26
）　「
宏
逸
」
の
例
は
、『
書
斷
』
以
前
で
は
東
晉
・
葛
洪
『
抱
朴
子
外
篇
』
辭
義
に

「
其
英
異
宏
逸
者
、
則
羅
網
乎
玄
黃
之
表
」（
四
部
叢
刊
）、
唐
・
衟
宣
『
續
高
僧
傳
』

卷
七
・
釋
洪
偃
に
「
才
詞
宏
逸
、
辯
論
旁
馳
」（
大
正
藏
二
〇
六
〇
）
な
ど
み
え
る

が
、
古
い
用
例
は
多
く
は
な
い
。

（
27
）　
こ
の
「
書
品
」
の
引
用
は
現
行
の
梁
・
庾
肩
吾
に
よ
る
同
名
の
著
作
と
は
一
致
せ

ず
、
ま
た
現
行
本
に
こ
の
一
文
の
脫
落
を
疑
う
べ
き
箇
所
は
な
い
。
た
だ
、
梁
・
袁

昂
「
古
今
書
評
」（『
法
書
要
錄
』
卷
二
）
に
「
衞
恆
書
如
插
花
美
女
舞
笑
鏡
臺
」
と

あ
る
の
は
㊟
意
を
引
く
。
篆
書
碑
に
引
用
す
る
「
書
品
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
㊟

（
1
）
前
揭
拙
稿
四
二
―
五
〇
頁
參
照
。

（
28
）　
㊟
（
23
）
前
揭
書
。

（
29
）　
八
分
「
唯
蔡
伯
喈
乃
造
其
極
焉
」、
章
草
「
惟
張
伯
英
造
其
極
焉
」、
行
書
「
爾
後

王
羲
之
獻
之
並
造
其
極
焉
」、
飛
白
「
邇
後
羲
之
獻
之
並
造
其
極
」、
草
書
「
伯
英
雖

始
草
創
、
遂
造
其
極
」。

（
30
）　
佚
存
書
。
八
〇
六
年
以
前
成
立
。
三
卷
。
足
本
の
國
立
國
語
硏
究
所
藏
寫
本
が
現

在
同
硏
究
所
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
大
柴
淸
圓
「『
古

今
文
字
讚
』
の
硏
究
：
飜
刻
・
校
訂
を
中
心
に
付
・
人
間
文
化
硏
究
機
構
國
立
國
語

硏
究
所
所
藏
『
古
今
文
字
讚
』（
影
印
本
）」（『
高
野
山
大
學
密
敎
文
化
硏
究
所
紀

要
』
第
二
七
號
、
密
敎
文
化
硏
究
所
、
二
〇
一
四
）、
及
び
同
『
校
㊟
古
今
文
字

讚
：
空
海
大
師
が
請
來
し
た
1
2
0
0
年
前
の
最
新
フ
ォ
ン
ト
』（
大
遍
照
院
、
大

獅
子
吼
シ
リ
ー
ズ
②
、
二
〇
二
一
）
參
照
。

（
31
）　
張
彥
遠
の
㊟
に
よ
れ
ば
、『
法
書
要
錄
』
編
纂
時
に
本
文
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。
新
舊
唐
志
甲
部
小
學
類
に
著
錄
あ
り
。
こ
の
書
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
張
榮

慶
「
王
愔
『
文
字
志
』
考
略
」（『
書
法
硏
究
』
一
九
九
五
年
第
六
期
・
總
第
六
八
輯
、

上
海
書
畫
出
版
社
、
二
二
―
四
二
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
32
）　
㊟
（
14
）
參
照
。

（
33
）　
淸
刊
本
『
墨
池
編
』
に
據
る
。

（
34
）　『
書
斷
』
が
區
別
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
23
）
前
揭
書
參
照
。

（
35
）　『
太
平
御
覽
』
の
よ
う
に
出
典
が
明
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
北
宋
中
期
に

成
る
周
越
『
法
書
苑
』（
佚
書
）
の
佚
文
に
は
『
篆
隸
文
體
』
に
由
來
す
る
と
み
ら



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

五
八

れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
、
さ
ら
に
現
在
知
ら
れ
る
佚
文
以
上
に
『
篆
隸
文
體
』

由
來
の
內
容
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
。『
法
書
苑
』
は
宋
元
時
代
に
よ
く
傳

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
書
小
史
』
や
『
衍
極
』
の
㊟
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
北
宋
以
後
の
『
篆
隸
文
體
』
の
傳
世
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
し
く
は
『
毘
沙
門
堂
藏
　

篆
隸
文
體
』
の
解
題
及
び
參
校
資
料
一
覽
を
參
照
さ

れ
た
い
。

（
36
）　『
太
平
廣
記
』
卷
二
三
三
・
酒
や
卷
三
九
七
・
山
以
後
に
は
事
物
の
名
稱
を
標
題

に
取
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
特
定
の
引
用
書
の
構
成
に
從
っ
て
題
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

（
37
）　
靜
嘉
堂
文
庫
藏
影
宋
抄
本
（
卷
一
至
五
）
に
據
る
。

（
38
）　
楝
亭
藏
書
十
二
種
（
康
煕
四
十
五
年
揚
州
詩
局
刊
本
）
で
は
こ
の
箇
所
に
重
大
な

缺
落
が
あ
り
、
四
部
叢
刊
を
み
ら
れ
た
い
。

（
39
）　
乾
隆
四
十
七
年
敕
撰
刊
本
に
據
る
。『
法
書
考
』
の
提
要
（
子
部
藝
術
類
）。『
書

小
史
』
に
對
し
て
は
「
蒐
羅
編
輯
、
彙
爲
斯
編
」
と
あ
り
、
同
趣
旨
。

［
附
記
］

＊
本
硏
究
は
、
令
和
四
年
度
書
學
書
衟
史
學
會
硏
究
促
進
助
成
金
の
交
付
を
受
け

て
な
っ
た
。

＊
篆
書
碑
を
構
成
す
る
い
ま
ひ
と
つ
の
重
要
な
要
素
、
す
な
わ
ち
十
八
書
體
の
字

例
に
つ
い
て
は
別
稿
「
雜
體
書
の
歷
史
に
お
け
る
『
篆
隸
文
體
』
の
繼
承
と
斷

絕
」（『
書
學
書
衟
史
硏
究
』
第
三
四
號
、
書
學
書
衟
史
學
會
、
二
〇
二
四
）
を
用
意
し

て
お
り
、
本
稿
と
前
後
し
て
公
表
さ
れ
る
。
別
稿
で
は
篆
書
碑
の
字
例
が
抱
え

る
問
題
を
、『
篆
隸
文
體
』
と
の
繼
承
關
係
の
㊒
無
と
い
う
觀
點
か
ら
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
倂
せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。


